
「ふくい創生・人口減少対策戦略」（Ｈ27策定）の進捗
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○合計特殊出生率は、「2020年に1.60」の目標を上回る水準で推移

社
会
減
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状
況

○「2030年に社会減半減」に向けて転入者数は増加
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○2040年の本県人口は当初目標を上回る64.7万人

Ｈ25推計値

63.3万人
Ｈ30推計値

64.7万人

2040年の将来推計人口

Ｈ26

1.55（全国14位）
Ｈ30

1.67（全国7位）

合計特殊出生率

戦略に掲げた2020年目標
社人研準拠：1.50程度 ⇒ 上位目標：1.60

Ｈ26

△2,246人（361人）
Ｈ30

△2,159人（719人）

社会減（Ｕ・Ｉターン者数）

戦略に掲げた2020年の目標
社人研準拠：社会減半減 ⇒ 上位目標：社会減ゼロ

結婚から出産・子育てまで切れ目のない支援や福井Ｕターンセンター設置など、市町と

ともに戦略に基づく対策を実行

2040年の本県人口は、５年前の推計と比べて1.4万人改善

福井発の「３人っ子応援プロジェクト」を拡充し、子育てしながら働きやすい環境を整備

する企業の奨励制度など、日本一の子育て支援を拡充し、全国上位の出生率を維持

県の支援による婚姻件数も倍増（2015年：74組 ⇒ 2019年：163組）

平成30年の転入者数は、戦略策定以降、最高を記録した29年に迫る水準を維持

するなど、市町と一体となったＵ・Ｉターン促進や仕事づくりに成果

新卒学生のＵターン率は４年連続上昇（26年3月卒：24.7％ ⇒ 30年3月卒：31.5％）

戦略に掲げた2040年目標
社人研準拠：63万人 ⇒ 上位目標（国ビジョン準拠）：68万人

転入者数 8,048人
転出者数 10,294人

転入者数 8,608人
転出者数 10,767人


